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留学目的・研究テーマ 
オックスフォード大学精神医学講座臨床精神薬理部門の Philip J Cowen教授は
Psychopharmacology誌の Principal Editor であるとともに、中枢セロトニン神
経系の活動性を推定するための神経内分泌的負荷試験の世界的権威であり、ま

ずはこの方法を学ぶことが留学の第一の目的でした。Cowen 教授から与えられ
た具体的なテーマは、citalopramに対する pindolol, penbutolol, placebo追加に
よる中枢セロトニン機能増強作用の比較を健常者を対象に行うことでした。さ

らに留学中に、別の部門の John Geddes 教授からメタ解析に関しての指導を
受けることが出来、同僚の Richard Whale とともに pindololによる抗うつ薬増
強療法のメタ解析を行いました。 
研究結果 
実験の方は、結局のところ有意差が出ず、データはお蔵入りになったようです。

メタ解析の方は、帰国後も Richard Whale とやり取りしながらようやく完成し
ました。Cochrane Reviewとして掲載します。この他に、単著や同僚の Simon 
Collinsonらと一緒にまとめたレターを以下に挙げておきます。 
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